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英語が母国語ではないドイツでも、若い人を含めほとんどの

人が英語を話すことができることにとても驚きました。 

私のホストファミリーは特に、お父さんは自動車関係の仕事

で海外に行く機会が多かったり、お兄ちゃん達はアメリカ人な

ど海外の人達とゲームで繋がっているので英語力が高いのかも

しれません。私は小さい時に父の仕事でアメリカで生活し、帰

国後も英語の勉強を続け現在は高校の国際教養科に在籍してい

ます。今回初めて親元を離れ、久しぶりに生の英語に触れ、自

分の英語力がどこまで通用するのかということを経験して自信

にも繋がった面と、足らない部分も知り、もっとコミュニケー

ション力を高めることはより多くの人達と繋がることができる

ということを身をもって体感することができました。今後、こ

の経験を活かし、国際社会で活躍できるよう、どんどん新しい

ことにもチャレンジし、さらに新しい視野を広げていきたいで

す。 

この度は、このような貴重な経験をさせてくださったライオ

ンズクラブの皆様、羽田空港までの送迎をしてくださった加藤

さん、出国帰国のサポートをしてくれた旅行会社の方、快く送

り出してくれた家族、多くの方々のお陰です。本当にありがと

うございました。 

そして、派遣期間も２５日間と⾧く私を受け入れてくれ、優

しく接してくれたホストファミリーとの出会いは私の一生の宝

物です。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 

＜今回の研修の出発前の準備において＞ 

事前に、未成年の私がドイツ入国時には、必ずではないが「保護者による渡航同意書」が必要であると

聞いていたので、両親に準備してもらいました。書式はインターネット上にあり、そこに必要事項を記入

し、両親のパスポートのコピーを添付し持参しました。結論からいうと、ドイツ入国は英語が通じるの

で、コミュニケーションが取れれば渡航同意書を見せることなく、問題なく入国できました。ただ、出国

時には滞在場所や理由を聞かれ、この渡航同意書を係の人に見せたら「あなた一人で来たの？クレイジー

ね！」と冗談を言われて通過することができました。なので、渡航同意書は準備しておいたほうが良いと

感じました。 

冬の時期にドイツに来る際は、最低気温が氷点下になることが多く、雪が積もっているところを観光な

どで訪れる可能性もあるので、雪靴を一つ持って行ってもいいかもしれません。私は持っていなかったの

で、お兄ちゃんの靴を貸してもらいました。帽子、手袋は必須ですが、現地の人たちは意外と手袋やマフ

ラーなしであったりします。部屋の中は暖かいので、その点を考慮して洋服の準備をするとよいでしょ

う。 


